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ambigua、 淡水種Pittularia属 、Eunotia属、不明種)、 胞子化石)珪藻化石 (海水種CosciЮ discu属 /Thlassiosira属 、湖沼

浮遊生指標種群Me10sira axBbigua、 淡水種Pimularia属 、Eunotia属 、不明種)、 胞子化石植物珪酸体化石、黒掲色粒子多い

No,98:110～ 750μ mが多い (最大泣径38mm)。 石英・長石類〉複合石英類 (微細)〉 ガラス〉角閃石類〉複合石英類、カ

リ長石 (パ ーサイト)、 珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多い

No 99:110～ 750μ mが多い (最大粒径3.3mm)。 石英 。長石類》複合石英類〉ガラス〉複合石英類 (微細)、 角閃石類、紋

象岩、疑灰岩質、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石多い

No.100:60～ 750μ mが多い (最大粒径35mm)。 石英 。長石類〉ガラス〉複合石英類 (微細)〉 片理複合石英類、角閃石

類、複合石英類少、斜長石 (漑晶)、 単斜輝石、珪藻化石 (不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸外化石

No 101:90～ 750μ mが多い (最大粒径32mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉ガラス少、角閃石類、斜長石 (双晶)、 カ

リ長石 (パーサイト)、 雲母類、ジルコン、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nittschia cocconeifounis、 Nitzschia granulata、

海水種Coscinodiscus属/ThalaSSiOsira属 、Champlodiscus属 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 102 1 110～ 600μ mが多い (最大粒径2.3mm)。 石夫・長石類〉複合石英類〉斑晶質、角閃石類、斜長石 (漑晶)、 雲母

類、ジルコン、単斜輝石、砂岩質、複合鉱物類 (含雲母類)、 複合鉱物類 (含角閃石類)、 珪藻化石 (海水泥質千潟指標

種群Nittschia cocconcifomis多 い、海水種Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 、Champlodiscus属 多い、不明種)、 骨針化石多い、

胞子化石、植物珪酸体化石

No 103:100～ 500μ mが多い (最大粒径18mm)。 複合石英類 (微細)〉 石英・長石類〉角閃石類〉ガラス、凝灰岩質、斜

長石 (双晶)、 ジルコン、砂岩質、珪藻化石 (淡水種Mclosira dttms、 不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No 104:80～ 700μ mが多い (最大粒径2.Omm)。 石英・長石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細 )〉 角閃石類、斜長石

(双晶)、 雲母類、単斜輝石、斜方輝石、ガラス少、複合鉱物類 (含輝石類)、 珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia

COCCOnCifOmis、 海水種Champlodiscus属 、Actinocyclus属 )、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 105:80μ  m～ 13mmが多い (最大粒径3.8nlm)。 石英・長石類》複合石英類〉斜長石 (双晶)〉 角閃石類〉複合石英類

(微細)、 雲母類、単斜輝石、ガラス少、カリ長石 (パーサイト)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No 106:70～ 750μ mが多い (最大粒径29mm)。 複合石英類〉雲母類〉石英・長石類〉斜長石 (双晶)、 角閃石類、単斜

輝石、ジルコン、複合鉱物類 (含輝石類)、 植物珪酸体化石

No.107:20～ 220μ mが多い (最大粒径17mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉角閃石類〉雲母類〉ガラス、複合鉱物類

(含角閃石類)、 カリ長石 (パーサイト)、 珪藻化石 (淡水種Synedra ulna、 Rhopalodia gibba、 Pinalllaria属 、Cymbclla属 、

不明種多い)、 胞子化石多い、植物珪酸体化石

No 108:30～ 120μ mが多い (最大粒径18mm)。 複合石英類〉複合石英類 (微細)〉 褐色粒子〉石英・長石類、斜長石

(訳晶)、 複合鉱物類 (含角閃石類)、 珪藻化石 (海水泥質干潟指標種群Nitzschia cocconciforlnis多 い、Nitzschia granultta、

内湾指標種群CyC10俺 1la stylorum、 汽水泥質千潟指標種群Diplollcis smihii、 海水種Champlodiscus属多い、Coscinodiscus属

/Thalassiosira属 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No.109:100μ m～ 1,lmmが多い (最大粒径48mm)。 石英 。長石類〉複合石英類〉ガラス〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、

カリ長石 (パーサイト)、 雲母類、ジルコン、珪藻化石 (淡水種Pimularia属 、不明種)、 胞子化石多い、植物珪酸体化石

No l10:100μ  m～ 18mmが多い (最大粒径2.Omm)。 複合石英類 (微細)〉 石英・長石類〉ガラス〉複合石英類〉角閃石

類、砂岩質、複合鉱物類 (含角閃石類)、 凝灰岩質、紋象岩、珪藻化石 (不明種)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No lll:70～ 700μ mが多い (最大粒径1.3mm)。 複合石英類 (微細)〉 複合石英類〉石英・長石類〉凝灰岩質、角閃石類、

ガラス、ジルコン、珪藻化石 (不明種)、 植物珪酸体化石

No l12:60～ 750μ mが多い (最大粒径33mm)。 石英 。長石類》複合石英類、角閃石類、ガラス、斜長石 (観晶)、 カリ

長石 (パーサイト)、 雲母類、斜方輝石、単斜輝石、植物珪酸体化石
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No.113:70～ 600μ mが多い (最大粒径28mm)。 石英・長石類〉複合鉱物類 (含角閃石類)〉 褐色粒子〉複合石英類、複

合石英類 (微細 )、 カリ長石 (パ ーサイト)、 複合鉱物類 (含輝石類 )、 珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia

COCCOnCifOmis多 い、海水種Champlodiscus属多い、Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、不明種)、 骨針化石多い、植物珪酸体

化石

No l14:70～ 800μ mが多い (最大粒径25mm)。 複合石英類 (微率H)〉 石英 。長石類〉複合石英類〉角閃石類、カリ長石

(パーサイト)、 単斜輝石、ガラス、疑灰岩質少、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子高密度

No.115:100～ 750μ mが多い (最大粒径18mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 褐色粒子、角閃石類、

凝灰岩質少、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia cocconcifomis多 い、Nitzschia granulata、 海水種Chalnplodiscus属

多い、Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No.116:60～ 900μ mが多い (最大粒径3.7mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉複合石英類 (微細)、 角閃石類やや多い、

ガラス少、斜長石 (漑晶)、 ジルコン、単斜輝石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.117:60～ 900μ mが多い (最大粒径2.6mm)。 石英 。長石類〉複合石英類 (微細)〉 複合石英類〉角閃石類〉斜長石

(双晶)、 ガラス、凝灰岩質、砂岩質、ジルコン、カリ長石 (パーサイト)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐

色粒子多い

No.118:70μ  m～ 1.Ommが多い (最大粒径2.2mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉複合石英類 (小型)、 褐色粒子、角閃石

類、疑灰岩質少、カリ長石 (パーサイト)、 斜長石 (双晶)、 複合鉱物類 (含角閃石類)、 紋象岩、珪藻化石 (海水泥質千

潟指標種群Nitzschia cocconeiforlnis多い、Nittschia grallulata、 内湾指標種群Cyclo俺 1la stJTlorlm、 海水種Champlodiscus属 多

い、Coscinodiscusttrrllalassiosira属 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No,119:120～ 600μ mが多い (最大粒径16mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉褐色粒子、角閃石類、複合鉱物類 (含角

閃石類)、 雲母類、珪藻化石 (海水泥質干潟指標種群Nittschia cocconeiforlnis、 Nitzschia granulata、 海水種Champlodiscus属

多い、Coscinodiscus属/Tllalassiosira属 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石

No 120:40μ  m～ 1.3mmが多い (最大粒径2.3mm)。 複合石英類〉石英・長石類〉角閃石類〉ガラス、複合鉱物類 (含角

閃石類 )、 複合鉱物類 (含雲母類)カ リ長石 (パ ーサイ ト)、 単斜輝石、斜方輝石、建藻化石 (淡水種Syncdra ulna、

Pimularia属 、不明種)、 骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石No.121:70～ 900μ mが多い (最大粒径2.2mm)。 複合

石英類〉石英・長石類〉褐色粒子、角閃石類、複合石英類 (微細)少、雲母類、単斜輝石、ガラス少斑晶質、カリ長石

(パ ーサイ ト)、 珪藻化石 (海水泥質干潟指標種群Nitzschia cocconciformis、 内湾指標種群Me10sira sulcata、 海水種

ChaIInplodiscus属 、Coscinodiscus属 /Thaassiosira属 、不明種)、 骨針化石多産、胞子化石、植物珪酸体化石

No.122:90～ 800μ mが多い (最大粒径38mm)。 複合石英類〉雲母類〉石英・長石類〉複合鉱物類 (含雲母類)、 複合石

英類 (微細)、 単斜輝石、ガラス斜長石 (双晶)、 ジルコン、植物珪酸体化石

No.123:60μ  m～ 1.4mmが多い (最大粒径36mm)。 複合石英類〉褐色粒子〉石英 。長石類〉複合石英類 (微細)、 ガラス、

珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia cocconcifomis、 内湾指標種群Cyclotclla stylorlm、 海水種Tcrpsinoc amcricana、

Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、湖沼浮遊生指標種群Me10sira granula協 、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体

化石

No.124:80～ 900μ mが多い (最大粒径23mm)。 複合石英類〉褐色粒子 (原料粘土塊)〉 石夫・長石類〉複合石英類 (微

細 )、 片理複合石英類、雲母類、珪藻化石 (内湾指標種群Me10sira sulcata、 海水種Actinocyclus属 、Coscinodiscus属

/Thalassiosira属 、汽水種Achmnhcs brcvipcs、 不明種)骨針 化石多産、植物珪酸体化石

No 125:60μ  m～ 12mmが多い (最大粒径38mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉角閃石類〉砂岩質、カリ長石 (パーサ

イト)、 単斜輝石、凝灰岩質、ガラス、ジルコン、骨針化石、植物珪酸外化石、掲色粒子多い

No 126:100～ 600μ mが多い (最大粒径24mm)。 複合石英類〉褐色粒子 (原料粘土)〉 石英・長石類〉カリ長石 (パーサ
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イ ト)、 ガラス、斜長石 (双晶)、 角閃石類、雲母類、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia cocconciformis、

Nitzschia granulata、 内湾指標種群Cyciotella stylorum、 海水種Tcrpsinoc americana、 Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 、

Champlodiscus属 、Biddulphia属 、汽水泥質千潟指標種群Mclostt sp‐ 1、 不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体

化死耳

No 127:100μ  m～ 13mmが多い (最大粒径3.4mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉カリ長石 (パーサイト)、 斜長石 (双

晶)、 ガラス少、角閃石類、雲母類、砂岩質、単斜輝石、複合石央類 (微細)、 ジルコン、珪藻化石 (海水種Terpsinoe

arnettcana、 Coscinodiscus属/ThalaSSiOsira属 、浮遊生指標種群Mclo sira granul胞、不明種)、 骨針化石多い、胞子化石、植

物珪酸体化石

No.128:60～ 500μ mが多い (最大粒径3,Omm)。 複合石英類〉褐色粒子〉石英 。長石類〉斜長石 (双晶)、 雲母類、斜方

輝石、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia cocconciforlnis、 海水種Coscinodiscus属 /Tltalassiosira属 、不明種)、 骨針

化石多産、胞子化石、植物逢酸体化石

No,129:100μ  m～ 10mmが多い (最大粒径28mm)。 石央・長石類〉複合石英類 (微細)〉 角閃石類〉複合石英類、カリ

長石 (パーサイト)、 斜長石 (双晶)ガラス少、単斜輝石、疑灰岩質少、複合石英類 (等粒)、 骨針化石、胞子化石、植

物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.130:80～ 800μ mが多い (最大粒径3.3mm)。 石英 。長石類〉斜長石 (双晶)〉 角閃石類〉複合石英類〉複合石英類

(微細)、 カリ長石 (パ ーサイト)、 雲母類、ジルコン、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石

No 131:90μ m～ 10mmが多い (最大粒径25mm)。 石英・長石類〉複合石英類〉褐色粒子〉斜長石 (双晶)、 カリ長石

(パーサイト)、 ジルコン、複合石英類 (微細)少、斑晶質少、凝灰岩質少、ガラス少、珪藻化石 (海水泥質干潟指標種

群Nittschia cocconcifomis、 海水種Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 、Arachonoidiscus ehrcnbcrg� 、不明種)、 骨針化石多産、

胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No.1321120～ 800μ mが多い (最大粒径1.9mm)。 複合石英類〉石英 。長石類〉斜長石 (漑晶)〉 複合石英類 (微細)、 砂

岩質、角閃石類、雲母類、ジルコン、骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 133:80～ 750μ mが多い (最大粒径27mm)。 石英・長石類〉角閃石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 ガラス、

雲母類、複合鉱物類 (含雲母類)カ リ長石 (パ ーサイト)、 珪藻化石 (淡水種ELInOia pracrupta、 Pimularia属 、Diploneis属 、

不明種)、 胞子化石多い、植物圭酸体化石、黒褐色粒子高密度

No 134:30～ 300μ mが多い (最大粒径25mm)。 石英・長石類〉角閃石類〉複合石英類 (微細)、 カリ長石 (パーサイト)、

斜長石 (双晶)、 ジルコン、疑灰岩質少、ガラス少、胞子化石、植物産酸体化石、黒褐色粒子多い

No.135:50～ 350μ mが多い (最大粒径2.5mm)。 石英 。長石類》複合石英類〉複合石英類 (微細)、 複合鉱物類 (含雲母

類)、 カリ長石 (パーサイト)、 砂岩質、斜長石 (双晶)、 珪藻化石 (沼沢湿地付着生指標種群Cymbella aspcra、 淡水種

Pimularia属 、Cymbella属、不明種多い)、 胞子化石多い、植物珪酸 体化石

No 136:100～ 800μ mが多い (最大粒径1.8-)。 石英・長石類》褐色粒子〉カリ長石 (パーサイト)〉 複合石英類〉複合

石英類 (微細)、 斜長石 (双晶)、 変質岩、斑晶質少、角閃石類、雲母類、単斜輝石、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群

Nitzschia cocconeifomnis、 不明種)、 骨針化石多産、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

No 137:60～ 900μ mが多い (最大粒径2.Omm)。 石英・長石類》角閃石類〉複合石英類〉複合石英類 (微細)、 複合鉱物

類 (含雲母類)、 カリ長石 (パ ーサイト)、 ガラス、斑晶質少、珪藻化石 (淡水種Pinnularia cardinaliculus、 Diploneis

yatukaensis、 Cymbclla属、不明種)、 骨針化石、胞子化石植物 珪酸体化石多い

No.138:80～ 750μ mが多い (最大粒径2.8mm)。 石英・長石類》複合石英類〉角閃石類〉斜長石 (双晶)、 カリ長石 (パ

ーサイト)、 砂岩質、ガラス、凝灰岩質少、変質岩、植物珪酸体化石

No.139:80～ 800μ mが多い (最大粒径3.5mm)。 石英・長石類〉角閃石類〉複合石英類》カリ長石 (パーサイト)、 斜長
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石 (双晶)、 ガラス、ジルコン、単斜輝石、複合石英類 (微細)少、複合鉱物類 (含雲母類 )、 珪藻化石 (海水種

Champlodiscus属 )、 骨針化石多い、胞子化石、植物珪酸体化石、植物遺体、 黒褐色粒子多い

No.140:50～ 600μ mが多い (最大粒径2.Omm)。 石英 。長石類〉角閃石類〉複合石英類〉カリ長石 (パーサイト)、

石 (双晶)、 ガラス、凝灰岩質、ジルコン、褐色粒子、珪藻化石 (海水泥質千潟指標種群Nitzschia cocconeiformis、

種Coscinodiscus属 /Thalassiosira属 、不明種)、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石、黒褐色粒子多い

斜長

海水

No.141:70～ 900μ mが多い (最大粒径2.lmm)。 複合石英類 (微細 )〉 ガラス〉石英 。長石類〉複合石央類、角閃石類、

複合鉱物類 (含輝石類 )、 砂岩質珪藻化石 (淡水種Eunotia biarcofcra、 Pimularia属 、Eunotia属、Diploncis属 、Mclosira属、

不明種 )、 骨針化石、胞子化石、植物珪酸体化石No 142:100～ 700μ mが多い (最大粒径 1,9mm)。 複合石英類 (微細 )〉

ガラス〉石英・長石類〉砂岩質〉複合石英類、角閃石類、カリ長石 (パーサイ ト)、 ジルコン、凝灰岩質少、珪藻化石

(淡水種Eunoda属 、不明種 )、 胞子化石多い、植物珪酸体化石

No.143:50～ 700μ mが多い (最大旗径2.2mm)。 複合石英類 (微細)》 石英 。長石類〉ガラス〉複合石英類、角閃石類、

複合鉱物類 (含輝石類)、 砂岩質斑晶質、片理複合石英類少、屍灰岩質、ジルコン、単斜輝石、珪藻化石 (淡水種Eunoua

biareofcra、 Eunoia属 )、 胞子化石、植物珪酸体化石

No.144:130～ 650μ mが多い (最大粒径2.2mm)。 複合石英類 (微細)》 石英 。長石類〉ガラス〉複合石英類、角閃石類、

砂岩質、変質斑晶質、片理複合石英類少、凝灰岩質、ジルコン、珪藻化石 (淡水種Eunotia biareofera、 Eunotia属 )、 骨針

化石、植物珪酸体化石

No.145:80μ  m～ 1lmmが多い (最大粒径2.Omm)。 複合石英類 (微細)〉 ガラス〉石英 。長石類〉複合石英類、砂岩質、

凝灰岩質、斜方輝石、珪藻化石 (淡水種Cymbclla属、Eunotia属 、不明種)、 胞子化石、植物産酸体化石

No 146:60～ 800μ mが多い (最大粒径1.8mm)。 複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石英類〉石英・長石類〉斑晶質、砂

岩質、凝灰岩質、斜長石 (双晶)片理複合石英類、角閃石類、ジルコン、珪藻化石 (沼沢湿地付着生指標種群Eunotia

pracrupta var.bidcns、 淡水種Eunotia属 、不明種)、 骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石多産

No.147:150μ  m～ 1.Ommが多い (最大粒径4.Omm)。 複合石英類 (微細)〉 石英 。長石類〉ガラス〉複合石英類、斑晶質、

角閃石類、複合鉱物類 (含輝石類)、 珪藻化石 (淡水種Eunotia属 、不明種)、 骨針化石、胞子化石多い、植物珪酸体化石

多産

No 148:60～ 700μ mが多い (最大粒径3.Omm)。 複合石英類 (微細)〉 ガラス〉複合石英類〉石英 。長石類、斑晶質、角

閃石類、斜方輝石、斜長石 (洸晶)、 砂岩質、珪藻化石 (淡水種Eunotia biarcofcra、 Eunotia属、不明種 )、 植物珪酸体化石

多い

No 149:70～ 800μ mが多い (最大粒径1.8mm)。 複合石英類 (微細)〉 石英 。長石類〉ガラス〉複合石英類、斑晶質、角

閃石類、凝灰岩質、変質岩、珪藻化石 (淡水種Eunotia biareofera、 Emotia属、不明種)、 胞子化石、植物珪酸体化石

No.150:60～ 400μ mが多い (最大粒径1.5mm)。 複合石英類 (微細)〉 ガラス〉石英・長石類、角閃石類、ジルコン、珪

藻化石 (淡水種Eunotia属、不明種)、 胞子化石多い、植物珪酸体化石

戎町遺跡出土粘土塊 :9o～ 800μ mが多い (最大粒径38mm)。 複合石英類 (微細)〉 石英・長石類〉複合石英類〉複合鉱

物類 (含輝石類)、 ガラス、角閃石類、斜方輝石、骨針化石やや多い、胞子化石、植物珪酸体化石
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海成粘土を

用いた胎土

(30胎 土)

干潟成粘土を

用いた胎土

(H胎土 )

淡水成粘土を

用いた胎土

(34月台ΞL)

水成粘土を

用いた胎土

(44胎 土)

e.化石による材料粘上の分類

検討 した胎土中には、その薄片全面の観察により、珪藻化石や骨針化石などが検出され

た。これら微化石類の大 きさは珪藻化石が数十～数百μm(実際観察される珪藻化石は大

きいもので150μ m程度)、 放散虫化石が数百μm、 骨針化石が数十～百μm前後である (植

物珪酸体化石が10～ 50μ m前後)。 一方砕屑性堆積物の粒度は、粘土が約3.9μ m以下、シル

トが約3,9～ 62.5μ m、 砂が62.5μ m～ 2mmである (地学団体究会・地学事典編集委員会編、

1981)。 このことから植物珪酸体化石を除いた微化石類は、胎土材料 となる粘土中に含ま

れるものと考えられ、これら粘上の種類(起源)を 知るのに有効な指標になると考える。な

お植物珪酸体化石は、堆積物中に含まれていること、製作場では灰質が多 く混入する可能

性が高いなど、他の微化石類 と思われる。検討 した胎土は微化石類によりa)海成粘上を用

いた胎土、b)干潟成粘土を用いた胎上、c)淡水成粘土を用いた胎土、d)水成粘土を用いた

胎土、c)断層ガウジを用いた胎土、9そ の他粘土を用いた胎土、に分類される。以下では、

分類される胎土についてその特を述べる。

これらの胎土中には内湾指標種群Cyclotella stylorulnや 海水種珪藻化石Champlodiscus属 や

Coscinodiscus属 /ThalaSSiOsira属 あ る い は Actinocyclus属 な どが 含 ま れ て い た 。 ま た 、 こ れ ら

の胎土中には、骨針化石が比較的多 く含まれていた。

周辺地域における海成層は、中期～前期中新世の神戸層群や鮮新世～前期更新世の大阪

層群あるいは後期更新世の西人木層や中位段丘構成層などがある(第 2図、第3表 )。

これらの胎土中には、小杉(1988)が設定した汽水泥質干潟指標種群のDiploncis smitや

Mclosira sp.-1、 海水泥質千潟指標種群のNitzschia coccon cifortlnisな どが含まれていた。ま

たこれらの胎土中には、骨針化石が比較的多 く含まれていた。さらにこれら胎土中には淡

水域の湖沼浮遊生指標種群のMclosira granulata力汁ヒ較的多 く随伴する。

周辺地域における海成層は前出の後期更新世の西人木層や中位段丘構成層などがある。

これらの胎土中には沼沢湿地付着生指標種群のEunotia praerupta var.bidcnsや Pillnularia

�ridisあ るいはStauroneis phocnicenteronな どが含まれていた(沼沢地成)

また、これら種群に伴って多 く指標種群を伴わない場合には、沼沢地類の粘土とした)。

出現するPimularia属やEunoda biareoferaあ るいはEunotia属 も含まれていた(沼沢湿地付着生

これら淡水成粘土は、完新世などの後背湿地堆積物がある。

これらの胎土中には不明種圭藻化石や骨針化石が含まれていた。なお、珪藻化石は破片で

あるために種を同定することが困難であるため、環境については特定できない。

なお、骨針化石を多 く含む胎土は、海成層である可能性が高い。
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これらの胎土中には、藤根・小阪(1997)が示 した断層岩に特徴的に見られる変形構造を示

す斜長石(双晶)や波動消光を示す石英 。長石類あるいはカタクラサイ ト状組織をもつもの

などが含まれていた。また、これらの胎土中には、角閃石類あるいは角閃石類を含む複合

鉱物類が特徴的に多 く含まれ、前述の水成を指標するような微化石類は全 く含まれていな

い。なお、これら胎土中には、砂粒が高密度で含まれている。

これらは、角閃石類や角閑石類を含む複合鉱物類が特徴的に多いことから、母岩はハン

レイ岩質と推定される。六甲山地を形成する花筒岩類は、黒雲母花尚岩や石英閃緑岩から

なり (藤 田 。前田、1985)、 ここで認められるような角閃石類を特徴的に多 く含むハンレ

イ岩質の深成岩類は知られていない。

これらの胎土中には、前述 した水成を指標する微化石類や断層岩を指標する鉱物類は含

まれていない。珪酸質の殻をもつ珪藻化石などは、堆積後溶出することが知られているこ

とから(MurakaIIni、 1996)、 これら珪酸質の微化石類を含まない堆積物を用いていることが

考えられる。

f.砂粒による分類

ここで設定 した複合鉱物類は、構成する鉱物種や構造的特徴から設定 した分類群である

が、地域を特徴づける源岩とは直接対比できない。このため、示される土器胎土中の鉱物

岩石粒子の岩石学的特徴は、地質学的状況に一義的に対応 しない。

ここでは、比較的大型の砂粒 について起源岩石の推定を行った (第 1表 )。 岩石の推

大型)や複合鉱物類 (含輝石類・含角閑石類・含雲母類)が深成岩類、泥岩質や砂岩質

(微細)が堆積岩類、ガラスがテフラ(火山噴出物)、 斑晶質や完晶質が火山岩類、片理複合

石英類が片岩類、凝灰岩質が凝灰岩である。ただし堆積岩類は、比較的小型砂粒において

同定することが可能であるが、深成岩類は構成する鉱物が十分に大 きい場合土器胎土中の

砂粒は、大 きくは主に深成岩類を主体 とし堆積岩類や凝灰岩などを伴う胎土(A群 )、 堆積

岩類を主体 として深成岩類や凝灰岩などを伴 う胎土 (B群 )か らなる。なお、多 くの胎土

中にはテフラ起源のガラスを含んでいた。

ここでは推定された起源岩石の組合せにより深成岩類主体 とした胎土をAl～ A9の 9タ

イプ、堆積岩類を主体 とした胎土をBl～ B10の 7タ イプにそれぞれ分類 した。なおテフラ

起源の火山ガラスを特徴的に含む胎上が見られたが分類には考慮 していない。

全体的な傾向としては、北青木遺跡縄文晩期 。弥生前期、本山遺跡、大開遺跡、戎町遺

跡では深成岩類を主体 としたAタ イプが大半を占め、平野遺跡や西戸田遺跡では堆積岩類

を主体としたBタ イプが占める傾向が見られた。

g.材料およびその他の特徴

ここでは土器胎上の材料について粘土 と砂粒に分けて検討 した。その結果、材料粘土に

ついては、海成粘土 。干潟成粘土・淡水成粘土 。水成粘土・断層ガウジ 。その他粘土に分

類できた。一方、砂粒組成は、深成岩類類を主体 としたA群 と堆積岩類を主体 としたB群
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が識別された。

材料粘上の種類について見ると水成起源の粘上が全体の約79.30/0を 占め、海成粘上が

20.0%、 千潟成粘上が約7.30/O、 淡水成粘上が約22.7°/O、 水成粘上が約29.3%で あつた。ま

た、断層破砕帯に形成されると考えられる断層ガウジは約4.7°/O検出された。遺跡ごとで見

ると、北青木遺跡の弥生前期土器では、海成粘上が最 も多 く、断層ガウジや淡水成粘土あ

るいは水成粘土も検出された。また、縄文晩期土器では水成粘土と認定されないその他粘

土がもっとも多 く、淡水成粘土や断層ガウジあるいは海成粘土も検出された。本山遺跡弥

生前期土器では、水成粘土が最も多 く、海成粘土も比較的多い。なお、この本山遺跡の胎

土は、骨針化石が多 く含む水成粘土であることから海成粘土起源である可能性が高い。平

野遺跡弥生前期土器では、水成粘土が最 も多 く淡水成粘土も検出された。大開遺跡では他

の遺跡では稀な干潟成粘上が検出され、淡水成粘土や水成粘土も検出された。戎町遺跡で

は、海成粘上が最 も多 く、他に干潟成粘土や淡水成粘土 も検出された。西戸田遺跡では淡

水成粘上のみが検出された。

一方、砂粒組成は、遺跡周辺の地質学的特徴を反映して遺跡ごとにまとまる傾向が見ら

れた。すなわち、北青木遺跡縄文晩期・弥生前期、本山遺跡、大開遺跡、戎町遺跡では深

成岩類を主体 としたAタ イプが大半を占め、平野遺跡や西戸田遺跡では堆積岩類を主体 と

したBタ イプが占める傾向が見られた。

こうしたことは、粘土の種類 と砂粒組成タイプの組合せから、例えば北青木遺跡や本山

遺跡出土土器において、深成岩類を主体 とした砂粒を含む海成粘土や骨針化石を多 く含む

水成粘土からなる胎土は、この遺跡周辺の材料的な特性であることが予想される。同様に

平野遺跡や西戸田遺跡出土土器における、堆積岩類を主体 とした砂粒を含む淡水成粘土や

水成粘土からなる胎上、大開遺跡出土土器における深成岩類を主体 とした千潟成粘土から

なる胎土、戎町遺跡出土土器における深成岩類を主体とした海成粘土や干潟成粘土からな

る胎土などである。なお、平野遺跡や西戸田遺跡出土土器胎土中には、テフラ起源のガラ

スが普通的に含まれる。現段階では、土器研究において材料が示す特徴が如何なる事柄を

示すかは明らかでないが、こうした遺跡ごとの胎土材料の特徴は、今後土器材料のための

地質調査あるいは分析を行う上で重要な手がか りになると考える。

戎町遺跡や本山遺跡あるいは大開遺跡などから出土 した土器胎上では、微細あるいは細

粒の黒褐色～褐色粒子を高密度に含む胎上が認められる。これらは、野外において赤みの

強い粘土層がしばしば見 られることがあるが、これらの粘土を電気炉で焼成 し、薄片によ

る顕微鏡観察を行うと同様の産状が認められる。この黒褐色粒子や赤 ぐされと呼ばれる粒

子などは、褐鉄鉱などの鉄酸化物であると考える。

北青木遺跡縄文晩期鉢(No.37・ 42・ 44)や 本山遺跡あるいは西戸田遺跡などの弥生前期甕

(No.72・ 146・ 147)月台土中には、イネ科植物(イ ネをはじめヨンやササなど)の葉身に形成さ

れる植物珪酸体(ガ ラス質、一般的にはプラント・オパールと呼ばれ、稲作推定の分析手段

として利用 される)の 化石が高密度 に含 まれている。 また、北青木遺跡弥生前期甕類

(No.25)胎土中には、この植物珪酸体化石の塊が見られた。これら植物珪酸体化石は、イネ

科植物を焼いた場合に出来る灰中にそのまま残ることから、こうした灰質物を上器製作の



4 北青木遺跡出土縄文時代晩期および弥生時代前期土器の胎土材料

際除粘剤などとして混入 したことが考えられる。佐原(1970)は、アフリカにおける土器製

作の民俗学事例から、上部エジプ ト地方のロクロ陶工がナイルの泥に除粘剤 として灰を混

ぜている例を紹介 している(ケ ネーでは粘± 1に対 して 4分の 1の灰を混ぜている)。

h.おわりに

ここでは、土器】台土について粘土と砂粒に分けて材料学的に検討 した。粘上では、多 く

の上器において水成粘上が利用され、その種類 も海成粘土や干潟成粘土などであることが

分かった。こうした粘上の種類は、各遺跡の立地に関係している可能性が高いことが分か

った。また、一部の上器を除いて胎土中の砂粒組成も、各遺跡周辺の岩石学的特徴を強く

反映していることが予想された。こうした特徴は、土器胎土材料のための地質調査や分析

が必要であり、今後の検討を待たなければならないのが現状である。

これまで土器の胎土分析は主に砂粒に注目して製作地の推定のみを目的として行われて

きた。しかしながら、初心にかえってみると当時の人々にとって土器は日常的な道具とし

て、また祭祀などの特別な行事の道具として使われ、土器を作ることはいわば死活に係わ

る事柄であったことは容易に想像される。すなわち土器を作る際、その基本材料として良

質の粘土を獲得する必要があり、また、混和剤の量などの製作技法も考えねばならなかっ

たと想像される。こうしたことから、土器という形あるものの材料については、充分な検

討がなされねばならないと考えている。ここで示したような土器の材料学的な検討は、今

後の研究において重要な課題であり、土器製作に関する、より具伝的な実態に迫ることが

できるものと確信している。
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別編 自然科学分析

Nol～ 30:北青木遺跡弥生前期、No 31～ 50:北青木遺跡縄文晩期、No 51～ 80:本山遺跡弥生前期、No 81～ 1001平 野遺跡弥生前期

No.101～ 120:大 開遺跡弥生前期、No 121～ 140:戎町遺跡弥生前期、No 141～ 150:西戸田遺跡弥生前期

[粘土の分類]美 :海成粘土、◎ :千潟成粘上、0:淡水成粘土 (泥沢地成)、 O:淡水成粘土 (泥沢地類)、 □ :断層ガウジ、無 :その他粘土

F咆 19土器胎土中の微化石類・鉱物類・複合鉱物類の組成図
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遺跡 時代 粘上の種類
器  種

合計 砂粒の特徴
甕 審 ? 空 壺 ? 鉢 不 明

柊
他
将

含
じ
環
枢
釧
燻

海 成 1 5 A2・ A5・ A6・ A9・ B7

千潟成

淡水成 1 2 1 A5・ A6・ A7

水 成 1 3 1 2 7 Al・ A2・ A6

断層ガウジ 1 4 1・ A2

その他 1 1

含
じ
雲
督
Ｘ
鰹

海  成 1 1

平 潟成

淡水成 6ヽ・ A8・ B8

水 成

断層 ガ ウジ 1・ A2

その他 1・ A2・ A6

ヨ

　

持

３
こ
環
枢
判
綜

海 成 1 9 1・ A2・ A3・ A6

干潟成

淡水成 2 2 2ヽ・ 82・ B6

水  成 1 1・ A2・ A3・ A6

断層 ガ ウジ

その仙 3 1・ A2・ A6

臨

　

昨

含
じ
霊
擦
創
燻

海 成

千潟 F

水 瓦 5 32・ B5・ B6・ B8

成 1 1 6ヽ・ B2 B5・ B6・ B7・ B8

断層ガウジ

その他

肛
　
　
＜

合
Ｊ
緊
枢
創
鎌

海 成

干潟成 8 E 1・ A2・ A5・ A6

淡水成 4 1・ A4

水  成 4

断層 ガ ウジ

その他 4 1・ A2

営

　

採

６
Ｊ
環
樫
創
練

海  成 7 1・ A2・ A5・ A7・ A8

干 潟「 3 Al・ A3・ A5

淡水「 3 A2・ A5

水  成 4 2ヽ・ A6・ B6

断層ガウジ

その他 3 A2・ A6

田
皿
回

合
こ
震
経
創
燻

海 成

+濡 厩

淡水成 9 1 1 Bl・ B2・ B5・ B6・ B8・ B10

水 成

断層ガウジ

その他

合  計

海  威 g Al・ A2・ A3・ A5・ A6・ A7・ B7・ A3・ AU

干 潟成 Al・ A2・ A3・ A5・ A6

淡水成 7 i Al・ A2・ A4,A5・ A6・ A7・ A8・ Bl・ B2・ B5・ B6・ B8・ B10

水 成 6 7 1 1 Al・ A2・ A3・ A6・ B2・ B5・ B6・ B7・ B8

断層 ガ ウジ 1 2 Al・ A2

その他 1 Al・ A2・ A6

Tab 8各遺跡出土土器の器種別粘土材料と砂粒組成一覧表
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4 北青木遺跡出土縄文時代晩期および弥生時代前期土器の胎土ル料

1 珪藻化石 (湖沼浮遊生指標種郡 M』o前 ra granulata)No 24

3 珪藻化石 (内湾指標種郡 (Cyclo俺 1la sげ10rllm)No.27

5 珪藻化石 (Champbdiscus属 )No 24
7 珪藻化石 (海水泥質干潟指標種郡 Nltzscha graladata)No 108

珪藻化石 (海水泥質干潟!旨標種郡 Nlzscha coccondttHnio No 24

珪藻化石 (海水種 GrammatophOra macJcnta)No 35

珪藻化石 (CoscinOdiscus属 /Thalassiosira属 )No 108
ガラス付着角閃石類 (解放ニコル)No 40

2

4

6

8

F咆 23 土器胎土中の粒子顕微鏡写真1



別編  自然科学分IIr

骨針化石 No 35      2
ガラス高密度 No l10   4
斜長石 (変形双晶)No 4 6

植物珪酸体化石高密度 No,72
細粒黒褐色粒子高密度 No 58
断層ガウジ No.11

Flg 24 F咆 23 土器胎土中の粒子顕微鏡写真2
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KITAOGISITE A SETTLEMENT OF THE YAYOI PERIOD,JAPAN
Report of third archaeological investigation

SUMMARY

This report summaries he achicvcmcnt of the ttlird cxcavation caricd out by the Kobe

Municipal]Board of]巳 ducaion fron■ November 8, 1993 toム瓶arch 31, 1994 as a result of

initial reseach for he kobe Housing consttuction plan in he Kitaogi arca,1■ igashinada

Ward,Kobe city,Hyogo.  The excavatcd area is 2,670square mettrs,locattd around l―

chomc of Kitaogi,Kobc City.

Thc Kitaogi Site was,cxcavatcd for he first tiine by the Hyogo Municipal Board of

Education in 1984 and 1985,latcr becoming well known as hc oldcst scttlcment in the

Yayoi Period,  The recognition of archaeological rcmains in thc carly― ■�ddlc Yayoi

Period,and the wctland and dune,in thc area,endorsed a thcory that the Kitaogi Sitc was

thc oldest settlemcnt in ttlis area all ovpcriodgain.  In addition to the archaeological

rcmains in the early ptth of thc Yayoi Period,thosc from the lattcr part of the Yayoi Period

to thc bcgiIIing of the Kofun Pcriod,and hose froni the last part ofthc Kofun Peiod to

the Heian Pcriod were also confirmcd in the same arca.  The Kitaogi Sitc had bccn

considered as a scttlcmcnt of only the Yayoi Pcriod.Howcvcr,this was also reconsidcrcd

as onc originating in hc lattcr term of thc Jomon Period,built and connected by ttlis

investigation wih boda the existing native Jomon c■ lture and hc importcd Yayoi culture.

In ttis regard,Nagahara style pottcry from he last part ofthe Jomon Pe� od and onc ofthe

I―b stttuc of the eγ ly Yayoi Period werc cxcavated atthe samc tilne frona the same layer of

ground at the Kitaogi Sitc.

The excavatcd archacological remains are composcd of a ditch fronl hc last part of he

Jomon Period and thc carly term ofthc Yayoi Period,102 small pits with pottery from hc

carly through latter ptt of he Yayoi Pettod and 41 e瀬施n pits at he second ottectiVe

platfo■ 111,a ditch constructcd froni thc latter part of thc Kofun Pcriod仕 ビough hc Heian

Period and 3 carthen pits at hc irst ottectiVe platfollll.In total,i■ y28-litcr Yayoi

style potttry,containcrs Jomon style pottcry, Htti Warc,Sue ware,eγ hen ishing gcar,

Sharpercd and Polshed stonc tools were excavatcd at each Platfo二皿二.  In addition a layer

hat was a basis of the second platfol皿 二WaS ConilⅡlcd as a beach bctwccn duncs in he

httoral disttict.

In thc oher words,a scttlcmcnt in Kitaogi in he early tcrm of the Yayoi Period was



csttblshcd on dune,  This lnechanism of natural coniguration was investigated at thc sitc

and cx,licated for he irst ime in Japan by PЮ fessor httO Masuda of he Departmcnt of

Science of Kyoto Univcrsity.

A large quantity of pottery from he latter part ofthc Jomon Period through he early Yayoi

Pcriod,wooden tools,woodcn products,stone tools and stone products wcrc excavated

froni the beach bctween he duncs.  Thc invcstigation com■�悦cc also tricd to exphcate

scientiically its composition of the ground and restore it to the natural enviromental statc

atthat timeo  Regarding hc cxcavattd rclics,the comHlittec(� scovcrcd somc clucs of how

and where hc products tended to originate at that timc,by analyzing constituent parts of

hc pottcry,and by analyzing bronzc tools by lluorescence X‐ ray,

Thc IInost succcssful achicvcmcnt of this invcstigation was thc clarincation that the Kitaogi

Site was a compound settlement originating in he latter part of the Jomon Period wih a

■�xcd cuiture of bodi the latter of the Jomon Period and he early Yayoi Pcriod cvcn

hough it has prcviously bccn considcrcd as a scttlcmcnt of only he early Yayoi Period.

卜Ioreovcr,it has been distinguished as a compound site from he Kofun Period through the

Hcian Period.  Through壮�s discovery,the process of cstablishttЮ nt of Yayoi culturc in

he area,at he bottom ofthc Rokko W[ountain,Southcast side(Higashinada Ward,Nada

Ward and Wcst half of Ashiya city),iS becoming more clear.There fore due to the

mcrgcr bctween native Jomon culture and the importcd Yayoi culturc(only importcd

products came into hc nativc culturc,not pcoplc),ThC human tc� tory was exPanded from

mountain to opcn ield,Inoreover,to the beach area,  In the oher、 vords,the Yayoi Period

of human history dawned from hat moment.

Overvlew of thc Sitc

This cxcavation covered 2,670 squtt meters、 vhich was forthc Kobc]Iousing Corstruction

plan in he Xこitaogi arca,and would havc bcen destroyed by he plan.  The investigation

committec dividcd he arca into 20 square meters each frorn North to Souh and named

each block as First division to Fifth division in order froni thc South side.  Thc

invcstigation com■ �ttee conirmcd basic construction of two laycrs, onc containing

cultural relies froni thc Kofun Pcriod through thcヽ ledieval Ages and a layer that was a

foundation of thc irst platfo二 ニェ., COntaining culturそ 工relies.  Under the irst platfom,there

were two laycrs wih a very small arIBount of Yayoi style pottery and a lower layer,hat was

a foundation for the second platfoュ 111,cOmpOsed of whitc sand.  In hc Sccond and Third



divisions a wct of clay had accumulattd thickly in thc lower part of thc laycrs, In the fourth

and ifth divisions hcrc was no layers,only a black sand layer under hc disturbed layer,

and some whitt sandwhich was dcttcttd under the black sand layer.

The conirmed archaeological rcmains of this invcstigation are composed of a ditch

including pottery from he Kofun Pcriod through the]置 cian Pcriod and 3  earth pits at the

first platfo二 ..,and a ditch including Pottcry boh from the last part of the Jomon Period孤 �

the early― middlc tellttl of he Yayoi Pcriod lrom he same layer,102 small pits in he early中

middle tel.kl ofthc Yayoi Peiod,in the last tcm of latter of the Yayoi Pcriod and in lhe

Kofun Period and 41  carthcn pits.  In addition,thc layer which is the foundation of thc

sccond Platforln was coni二皿■Cd aS bcach banks and sand dunes.  Froni hese facts,the

scttlcmcnt in the early terlfn of Yayoi Pcriod in Kitaogi Site was cstablished on sand dunes.

These duncs havc already been conirmed in irst excavation by thc Hyogoよ江unicipal

Board of Education,and Pointed out as third and fourth beach banks amOng ivc with its

bcach in an alluvial plaln at thc souheコ■end of Rokko Mountain.  In the arst excavation,

both of hc beach banks werc in thc inhabited俺 ∬itory indicating a possib� ty of pad(サ

ields as arablc land in the period.  Howcvcr,in ttlis hird excavation,thc invcstigadon

com■�ttee has only conilttled the remains of a scttlcment at North of thc fourth bank in thc

wctland.  Also,the invcstigation co■114ittee could not find any evidence of their

町POthCSiS hat he wetland was uscd as a paddy neld in spitc of covering a wide area in

his time。

The archaeological renlalns at thc irst platfom arc composed of a ditch coni二 1..ed at thc

north cdge ofthe excavated arca and 3  earth pits,howcvcr,most parts of the ditch are out

of the excavatcd arca,hence,its details were not cltrined.  Relics frona around thc cighh

century were excavattd from hc t近俺h.

Thc carth Pits also could not be classiicd by period duc to no evidential rehcs in them.

By analyzing picccs of pottery,lhe ditch can bc cousideved as of a pc� od to which silnilar

relics belong.

Thc archacological rexnains at thc sccond platform are composcd of a ditch wih pottery

both in the lasttcHn ofthe Jomon Period and thc carly― Hliddle teHn of thc Yayoi Period,in

tota1 102 pits in each of thc carly― ■liddle,latter half of thc Yayoi Period and the begiIIing

of thc Kofun Period and 41  carth pits.  The size of thc ditch is 4 meters wide,60ぃ

cenimeters dcep and 31 mettrs long from Eastto West.This ditch was alrcady conirlncd

in he area of arst excavation,pointtd out as a possiblc moat sllrrollnding he scttlcmcnt.

Thc function of the ditch could not bc clariied in this tilnc duc to no scientiic evidence



fronl血 e excavation,however,it can bc considcred as a waterway or a boundary by

observing its iocation from East to Wcst,along the wetland.  The co■1ェnittee also

cxcavated rehcs of plants and stone tools in addition to pottery. There arc various different

kinds of earth pits,for instance,the big one hatis 2 to 4 meters in diamcttr,50-centilneters

dccp,or a very slnall onc that is lcss than one lnctcr in dialneter.  In lnany carth pits,ist‐

sizcd rocks and broken pottcry were discovered,including onc with piled stonc likc a

cylindcr.  Thcir periods are varicd such as the earlyぃoliddlc teコ阻Of the Yayoi Period,thc

latter half ofthc Yayoi Period or thc bcgiIIling of the Kofun Period.  �lost ofthese  earth

pits were considcrcd as being frona thc bcgiming of the Kofun Period by analyzing the予

rchcs.  One big pit with abandoned Pottcry in onc lot in the lattcr half thc Yayoi Period is

nottworthy.It is a good salnple of he pottery stylc of he latter― half of hc Yayoi Peiod

his sitco  Most pits werc froni an unknown period,howcvcr,some ofthem werelined wi血

stakcs along the bank of the wctland.They could bc considered as the remains of

construction work frona the last te....of thC Jomon Period to he early tellll ofthe「 Fayoi

Penod.

Thc conirlned wetland composed of the second platfo..1l was buricd under a clay laycr

which was one meter thicko  �fany pottemes in the lattcr part of the Jomon Period and thc

early tcm ofthc Yayoi Period、 verc cxcavated at the sallnc ti=nc in his layer.  In the lowest

layer,pottcry frorn boh he latter part and thc last part of thc Jomon Pcriod,and in the low

to n�ddle layer,pottcry froFn bOth the last part of the Jomon Period and thc carly part of

hc Yayoi Period were discovcrcd at the same tilne.  In he upper layer,pottery froni thc

Kofun Pcriod was discovered,which indicated he last momcnt of burial of this wedand.

Also at the bottoHl of thc wetland,a lot of pl〔 江ltS renialn,woodcn tools,woodcn products,

stone tools and stonc products were excavated.

Thc varicty of plant was coni■ ...cd by macroscopic cxa■ �nation of a ttlin shce of thc

remains.Quality of he bllried land of hc wetland was analyzcd by block sampling of

fossil alga to dccidc whchcr he results werc scawater or fresh water and thc comェ littee

corrmittcc concluded it is highly possible to havc bccn a wetland wih fresh wattr in hc

early part ofthe Yayoi Period。

The white sand laycr composed ofthe second platforkn has bccn rcvcalcd as thc bcach bank

of a coastal zone.  In this cxcavation,the com■ 工ttcc analyzed the constmction proccss of

boh hc bcach bank and the wctland witt the cooperation of Dr.RttO Masuda,who is in

he Departmcnt of Science at Kyoto Univcrsity,by observing and compamng with proile of

white sand in its iowcr laycr.  The results achicvcd by he com■ littec wcrc hc bcach bank



used to be part of a beach zone,In thc carly part of the Jomon Pcriod,ho、 vever,

anavalanchc of carth and rocks from Rokko]Mountain accumulatcd in hc arca,and some of

the avalanchc was weeded out by waves,aftcr which it became a sand bcach.  The last

dune and wedand bctwccn dunes were naturally constructtd atthe back ofthe sand bcach.

Artifacts

The total amount of relics in his excavation is 28 1iter con協 血ers holding 50 boxes pottery,

earthen products,stone tools,stone products,wooden tools,woodcn products,Plant

remains,bronze tools and iron tools.  As a collcction of excavated matcrials,thcrc is

pottcry from boh he last part of thc Jomon Period and thc carly‐ middle part of the Yayoi

pettod(I―b Stagc),that Was excavattd at hc salne time,from a ditth at he second platforln,

pottery in boh hc last pttt of he Jomon Pcriod and he early― middlc tcll二 二〇f thC Yayoi

Period,from he wctland,he Motosllmiyoshinama H style pottery from he lattcr ptt of

hc Jomon Period,a collection of pottery fronl he lattcr half of the Yayoi Period,from

e例耐hcn Pits and inate� als from thc bcginning of the Kofun Pcriod.  All are good lna俺 �als

for research.  Rcgarding the pottery froln the last part of thc Jomon Pcriodェ t is cOnsidered

as being of hc Nagahama style pottery,of hc so― called Totsutaimon stylc potれ ry(pOtttry

in he last pttt of thc Jomon Period that has a bclt hke decoration witt prttcctiOns On thc

surface by typological lncthod,  The pottery frona thc carly part of the Yayoi Period

bclongs to hc middle stage of l stylc.As a result,herc is a ttndency hat he style of

pottery in his sitc can be considered htt of thc Nagahama stylc pottcry from hc last sttgc

ofthe Jomon Period,uscd in parallel wih l stage of Yayoi style pottery ofthe same dmc。

Most of thc pottery is in hc Yayoi stylc.Regarding he pottcry of he latter part of he

Yayoi Period,itis considered as of he lattcr harf of he V style or hc VI stylc.Rcgarding

he pottery in he bcgiコming of Kofun Period,it is considered as of the early FIIm style,

which was cxcavattd in earth pits.

Regarding hc stonc tools,there were a particularly large numbcr of stonc tools made of

Sanukite which werc cxcavatcd,and can be considcrcd as being frorn the c倒『ly part of thc

Yayoi Pcriod.In relation to drills particulary heir style is mainly of he early stage of he

Yayoi Period witt mixture of some of KP,pm stu;e/ Besidcs thcsc rclics,wadgc shaped

tools,scrapers and drills wcre excavattd and considcrcd as good sample■ �xturc of stonc

tools frona thc carly terln of the Yayoi Pcriodo  Some polished stone tools were excavated

as we■,for instance,ground axes and ttcr stoneknives,and so on.



Rcgarding wooden tools and wooden products,paddles,goods for unknown purposcs

rcctangular timbers,Platt timbers and Pilcs wcrc cxcavatcd froln thc bottom of thc wcdand.

By Macroscopic cxa■lination of a thin shce of rehcs,their kind was clariicdo  Partly

eattn,pca(れ ,seeds of walnuts and a lot oflluts(mainly acorlls)wCrc also excavattd.

Frona the laycrs, containing cultural,itelns bronzc lnillcr,thc corc of a bronzc bcll and old

coins wcrc excavated.  The bronzc=lillcr is considcrcd as the Sobun H� llar froni thc

mcdieval Period.  Regarding he core of thc bronzc bc■ (?)itiS a VCry rarc and impomnt

excavattd samplc in Japan.  Fluorcscent X―ray anЛyzed these constituent bronze pans.

Chronological Frttncwork

ln thc latter tem of Jomon Period,his arca has bccn conilttlcd as a bcach by analyzing a

pЮile and sand laycr.Onc磯り,localized torrential downpour causcd an avalanchc of carth

and rocks from Rokko Mou�江n which flew in the area and accumulattd.  Only big rocks

wcrc lcft on he beach because of ttlc wavc,with thc bcach bccaming a rocky bcach.

Thcn,the sand washed by the wave,aew in the offing and accllmulatcd offshorc,to bccalnc

dune―hke land again.  Aftcr thc process,sand less than 2■ licron size was caコ『ied by wind

and accumulatcd at the Norh of thc dunc,thcn forH� ng a dunc,there.  At last,the

cOasuinc went forward offshore,and thc low land bctwcen this coastlinc and irst coastlinc

bccamc a wed網 .  This was the birth of he wetland between dunes.  Itis not clcar whcn

he coniguration of thc ground was completed,probably,somedme in the latter tel■ 1■ of

Jomon Pcriod,People at hat timc thrcw away pottcry and brokcn picccs of stone sticks

into thc wctland.  In the last part of Jomon Period,people who uscd to livcd in thc

mountain came down to thc plain,and made a settlement near the North― East of thc

excavatcd arca in this time.  Thcy drovc in piles along the bank of swalnp and lnade a long

ditth.Howcvcr,they did not seem to usc hc wcdand as a paddy icld.Thcy may have

had a paddy ield in a forthe Norh ptt ofthe area.Also,he pcople of hc carly part of

the Yayoi Period uscd bott Potteries in he early part of the Yayoi Period and in thc last

terln of Jomon Pcriod.

Most rclics wcrc froln the early part of thc Yayoi Pcriod.  This scttlcment did not exist by

thc rni(kllc tcrln of Yayoi Period.It disappcarcd in hc carly―
=liddlc tcm of Yayoi Pcriod

bccausc here is no evidenial pottery to show its period after hat tc二 二二二.HOWCvcr,some

re■�nders of living in thc lattcr tclttl of Yayoi Period were(■ scavered agttn,  So,whcrc

did people move during thcsc two periods.  Around the Kitaogi Site,it has been coniニ ェ.cd



so far,that a scmcmcntin thc Motoyalna Sitc expandcd cno二 皿二〇uSh through the latter― half

to he Hliddlc part of the Yayoi Period,  E〉 istance between the Kitaogi Site and the

Motoyalna site is less than l kilomctcr.  People、 vho lived in thc Kitaogi scttlcmcnts rnight

iIImigratt into sniallcr,but rnore productivc arcas,or somc scttlcments lnight naturally be

merged wittlthc �fotoyama settlement.

In this investigation,the detail of the Kitaogi Site in the latter― half ofthc Yayoi Pcriod was

not clariied becausc ttc total numbers of rchcs wcrc not cnough to be considered.  Thc

only considcrablc point is hat a settlement around he Kitaogi Site existed betwccn hc

latter‐half of the Yayoi Period and he Kofun Period,and bctwcen hc lattcr part of the

Kofun Period and thc Hcian Pettod.  In thc latttI Part of the Kofun Period,he weuand

was buried undcr hick clay,a new soil― surface which appeared from accumulattd clay―

sand on dunc,  People at that tilne did not know hat this Placc used to be dunes,and used

to havc a big swamp bctwccn hc duncs.  Thc coastline was far away,and,his placc

cvcntually becalnc an abandoned area:

Conclusion

Third archeological excavation caコried out to understand roughly about thc Kitaogi Site

frorn hc lattcr part of the Jomon Period to thc carly part of the Yayoi Period.  The Kitaogi

Sitt has bcen well known as hc oldcst scttlcment in his area(Higashi― Nada Ward,Nada

Wttd and West― half of Ashiya City),and has had its nalnc appcar in acadclnic PaperS On

local s慎1(近es,however,he actualities were not known vcry well. In irst investigation in

1983,thc ditth hat was confi二ニェ.cd by hird investigttion was dug from ttlc East.� 【any

woodcn products,pottcry and stone tools were excavattd at that tilne,the invcstigation

co■mittee concludcd the wedand was possibly a paddy icld and a settlement was from he

Yayoi Period,as people did not use any pottery in thc lastteHn of Jomon Period.

Howevcr,in his ime,hc sc,lcmcnt was conilmed as mainly of Yayoi stylc win some

factors frona the last part of thc nativc Jomon Period,and hc wctland was not used as a

paddy ield. Thc invcstigation co■ llnittte could not discovcr clear signs of hving such as

he site of a dwcllingo That is becausc itis highly possible hat the center of this sctucmcnt

would bc located North― West of thc cxcavatcd area.  There are no archacological signs of

settlemcntin the early part ofthc Yayoi Pe� od near thc souttl and horthcast。

In conclusion,thc ttlird archcological investigation rcsultcd frona the process of exparsion

ofliving zon at thc South bottoni of Rokko Mountaln,慢 髭lt was from mountain to field and



he coast鉗∽ � the last μtt Ofthe Jomo4 PeriOdo Considering he― rclics in the.sitc weFe

mostly of thc carly Yayoi.stylo shows how the Yayol cultwe expanded � this tt Thc

age―tendency of rehes is httortant material tthich pFOVides clues to undcFStand peapleぅ

的 CVtS and their mopvementsれ soCiety at hat timet
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2 遺構写真2
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5 遺構写真5
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9 遺構写真9

1 3区西壁

2 3区西壁
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PL.10
10 遺物写真 1

縄支土器 1

第2遺構面以下層出土土器



11 遺物写真2

縄支土器2 PL.11

SD201・ 包含層出土土器

鞠93鰯 飴1廟練

包含層・湿地出土土器



12 遺物写真3

弥生土器 1 PL.12

88

SD201お よび湿地出土土器

90



13 遺物写真4

弥生土器2 PL.13

湿地出土土器

SD201世 IE上」手器



14 遺物写真5

弥生土器・土師器 1

126

土坑出土土器



遺物写真6

弥生土器・土師器2 PL.15

土坑出土土器

SK225出 土土器



16 遺物写真7

須恵器・土師器
PL.16

包含層出土土器 (須恵器 )

115

湿地および土坑出土土器



17 遺物写真8

須恵器・陶磁器2 PL.17

包含層出土土器 (青磁 。灰釉陶器)

包含層出土土器 (須恵器)
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20 遺物写真11

石器2・ 石製品 PL.20

磨製石器

石棒
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